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山ユ979年噴火

曽屋龍典(環境地質部)

近藤善教･下坂康

哉(名古屋出張所)

“木曾のナｰ……"で古くから歌にうたわれまた信仰

の山としても名高い木曾御岳山が突然噴火した.

1979年10月28目午前5時頃のことであった.火口(火

口群)は地獄谷の谷頭に近い標高2,700m付近でそ

れを西端として東南東に並びその数は10個数えられ

た噴煙の高さは最盛時には1,000mを超え降灰は

130kInはなれた軽井沢でも認められた.

この突然の噴火は地元の人達を驚かせると同時に

火山の専門家も驚かした.たちまち｢ノｰマｰク火山｣

という新語があらわれ｢休火山｣という言葉が死語

であることをあらためて認識させまた｢活火山｣の定

義についても新たな議論を提起した噴火でもあった.

この小文は筆者らカミ噴火後10月31目11月1目の

噴煙の目視観察及び採取した火山灰の検討結果をもとに

したものであるが東大地震研荒牧教授富山大小林武

'彦助教授らの火山噴火予知連絡会及び同会拡大在京連絡

会に提出された資料におっているところが多い.また

御岳山の地質の概要は小林武彦助教授のいくつかの論

文(小林･小林清水1971小林･大森･大森1975小林･

高木･藤井1977)をもとにした.

謝辞火山噴火予知連絡会在京幹事会資料の引用を許して

いただいた荒牧重雄教授と小林武彦助教授に感謝します.ま

た10月28目御岳山登山中噴火に遭遇した春日井市の井上栄氏か

ら貴重な写真の提供を受けた深く感謝いたします.

御岳山の地質の概要

御岳火山は東目本火山帯の西端に位置し古生層と

中生代の濃飛流紋岩類を基盤としその基底部はおよそ

17kmx17k皿基盤からの高さは1500mの大き狂成層火

山である.御岳火山の活動吏は古期御岳火山と新期

御岳火山に区分され新期御岳火山は活動様式等の急

変をもとにさらに3活動期に細分されている(小林･小

林･清水1971)
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古期(第1期)御岳火山

古期御岳火山は現在とほぼ同じ位置に火口を有する

中心噴火によって形成された.その体積はおよそ80

km3海抜高度3,200-3,400mに達する大きな成層火山

であった.山体を構成する岩石の性質は玄武岩から

流紋岩にわたり主に溶岩流の流出によって形成され

顕著な火砕岩の活動は認められていないことから比較

的静穏な噴火活動によって形成されたとみなされる.

活動年代は洪積世中期の下末吉期より前の温暖期に

かかる時期と考えられている.活動の長さは不明であ

る.古期御岳火山の形成を終え新期御岳火山の活動

の始まるまでの休止期はおそらく10万年程度と非常に

長くその間に山体は深い俗カミ発達するなど著しく開

析された.

新潮(第2期一第4期)御岳火山

新潮御岳火山は第2期一第4期の3活動期に細分さ

れているカミ各活動期の間には顕著な休止期はない.

岩質は玄武岩から流紋岩までの広い範囲を示すが火

砕岩の噴出か古期よりも多く認められる.

第2期この活動期は流紋岩の活動で特徴づけられ

る.まず流紋岩質でおそらく10k1皿3をこえる大量の

軽石噴火(Pm-I)がありその活動に伴ってほぼ三角形

のカルデラが形成された.ひきつづいて溶岩と軽石

の噴出によりカノレデラを埋積し新たな山体を形成し

た.この山体は第2期山体である.

噴出した軽石は信州ロｰムの中期ロｰム層中のP肌一

第1図御岳火山の位置図�
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I'Pm-IPm-lIP阯I正'P阯皿'Pm一皿と呼ば

れる降下軽石層一火山灰層をなしている.これらのう

ちPm･Iは噴出量か大きいだけでなく御岳火山の

東一東南東に広く遠く(250km以上)分布しており信州

ロｰムや南関東ロｰムのよい鍵層として有名である.

Pm-Iの年代はフィッショントラック法によって約

8万年前(町周･鈴木1971)Pm･皿は14C法によって

約3.5万年前(小林1967)とされておりこの活動期の

長さはおよそ4.5万年間と狂る.

第3期この期の活動は第2期山体頂部の火口から

主に安山岩質の溶岩と火砕物による成層火山の形成で特

徴づけられる.

噴出物は第2期山体のほとんどを覆い第3期末に

は山体の最高点は現山頂より高かった.しかし最

末期の木曾川泥流(木曽谷第四紀研究グルｰプ1967)の発

生によって山項部は破壊され小さな山頂カノレデラが

生じた.

この期の活動では溶岩とともに降下スコリアや火砕

流カミくり返し噴出しており降下スコリア層は信州ロｰ

ムの新期ロｰム層下部たいし中部をだしている.

木曾川泥流の14C年代は約2.7万年前である(Qu･･

��特剥��捨��灯晴������慮�����
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第4期第3期成層火山の山頂部にほぼ南北に配列し

た小火口群の溶岩の流出とスコリアの噴出の活動期で

ある.火口は南から北へ一ノ池ニノ池三ノ池

田ノ池などと呼ばれている.活動の順序は四ノ池

一ノ池ニノ池三ノ池の順で噴出物の量は四ノ他火

口からのものが最も多い.一ノ池ニノ池は山頂小カ

ノレデラ内に開口した火口で溶岩の流出とスコリアを噴

出し御岳山の剣ケ峰を最高点とする火口丘を形成した.

三ノ池の溶岩流は御岳火山で最も新しい溶岩流でそ

の地形はほとんど破壊されずに残っている.三ノ池の

活動後五ノ他火口が活動し少量の火砕物質を噴出した.
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策1表御岳火山の発達史*

序

幕質

Si02重量%

年代x1O壬午

��鮒向峨11㌘ア蝋ほ簑麦=}1ぷ�o1-hb-bghyp-augA��

���o1-bghb-aug-h抑A�58�

�第4期��hb-o1-bgaug-h卵A��

新�����

���ムb-bgaug-h抑A�58�Pm-a2,314C

��山頂に小カルデラ←木曽川泥流(名古屋に達した)���歪曽伽･…

�第3期�第2期山体項部に安蛸の成層火山(現在1脚)/簑㌫降下スコリア�±o1,±hb,舳g-hypA�62,62,55�

期��流紋砦/㍗埋積;鵬㌶㌫皿の活動!1蝋砒･･舳･榊�±aug,hb･止ypR�69�Pm.皿3,514C

�第2期����

���aug･bgもt･h犯R��P㎜一I8FT

��(東京付近にも分布)���

��長い(10万年?)休止期侵食深い放射谷���1

�����■

���■��

古��大きい成層火山高さ3,200-3,400m�a口g-hypA�､｡､｡､91�

�第1期����不明

期��魏存の山体のみで約50km3噴出物はおそらく80k㎜3�a1ユg-o1B�51,65.51�

*小林滅彦･大森江い･大森貞予(1㎝5)をもとにした

B:玄武岩

｡1:オリビン

bt:黒雲母

新期ロｰムのP血一a層(小林･小林･清水1971)は四

ノ他火口の末期噴出物でその14C年代は約2.3万年前

である.

第4期以後第4期以降の活動としてはニノ池北縁

に東酒方向に並ぶ小規模な爆発火口の形成がある.

A:安山岩R:流紋岩

hb:負閃眉h卵:紫蘇輝項

bg:bearing含有

FT:フィッショントラック

aug1普通輝看

また地獄谷の上部には噴気孔が存在し噴気活動を続け

ている.

御岳山1979年の噴火

噴火の経過

写真1

10月28目午前8時30分頃

王滝山頂まで600mの位置

から見た噴煙(春日井市

井上栄さん撮影)�
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1979年10月28目午前5時頃御岳山の山麓で頂上付近

から噴煙があがっているのが認められた.気1象庁およ

び長野地方気象台は午前11時すぎ噴火による火山活

動と判定し午前12時に臨時火山情報を発表した.

火口カミ開口した場所は御岳山山頂付近の南東地獄

谷の谷頭(標高2,700m付近)で火口は単独でなくほぼ

東口酉方向は10個配列しその西端の火口が最も大き

く径30m前後であった.噴煙は最大1,000mの高さ

に上昇し南西の風に運ばれ北東一東北東に降灰した.

古くから霊山として知られる御岳山は自動車道路も

整備されシｰズン中は登山･キャンプなどで年間60万

の人が訪れるといわれているカミ噴火の当時はシｰズン

オフで山頂部にキャンプしていた人も含めておよそ50

人の登山者カミいた.しかし一人カミ噴石によって軽傷を

負ったカミ全員が下山した.また岐阜県側の益田町小

iこごりご

坂町の濁河温泉では宿泊客･住民あわせて約300人が

かいだ

避難した.御岳山の東山麓長野県木曾郡開田村は

降灰域の分布の中心にあたり降灰によって名物の野沢

菜牧草や養殖魚に被害がでた.

噴煙活動は10月2蝸にはおとろえを見せ10月31目

にはほとんど白い噴煙となった.

この間気象庁において火山噴火予知連絡会が開か

れヂ御岳山の火山活動に対する統一見解Jが発表され

た咀また気象庁火山観測機動班名大地驚予知観測地

域センタｰ移動観測班2班東大地震研究所が現地に

急行した｡

以山ヒは新聞等に報道されたものを要約したものであ

るカミ同時に昨年10月来の王滝村周辺の灘発地震と御

岳山の今回の噴火との関係や有史時代に噴火の経験のな

い｢ノｰマｰク火山｣とその対策についての解説記事が

紙面を賑わした.

さて新聞報道や気象庁の地方気象台によせられた各種の通報

をもとに今回の噴火の経過をみてみよう.

10月28日午前5時頃王滝村役場職員が(御岳山)頂上付

近に高さ150mの噴煙が上ったのを見つけた.

午前5時15分頃王滝山頂から剣ケ峰へ登山中のパｰティ

は硫黄ガス(原文のまま)に気付き午前5時30分頃降灰に

会っている.

午前6時頃他のパｰティは御岳山の7合目国の原高原

で御岳山頂上付近に黒煙が上昇するのを目撃した

同時刻頃剣ケ峰で戸バｰクしていた登山者はジェット機に

似た音やかなりの煙に気付いたが噴火と気付かなかった.

午前6時50分頃

中津川の坂本

平川村で噴煙を見た

午前9時頃三番村からの観察では白煙が1ヵ所より上昇

していた.同時刻噴出の原高原からの観察では白煙が茶色

に変った

午前9時30分飛行機からの空中観察によると山頂の山

小麓は黒い火山灰に覆加れ噴煙の高さは1,000mで東北東

に流れていた

午前10時

鰯閑村役場現在

白色噴煙降灰量はほこりを

写真2

工船2蝸午前10時頃御僑

は1?会則翁の原高原からみ

淀臓鰹噴煙の下位左半

分は妖亀を蔓し窒火峨沁

鱗瞭出し花もめ簿糞宥側

の貞鰹釣下1こ劣㎞チン秋

1迂降原あ欄められる(寮属

鉾嚇鉾上栄幻)撮影)�
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そばまでつながっていた(荒牧1979a)この方向は

ニノ他火口の北縁を通る小爆裂火口鮮の方向と一致する

(小林1979)梵牧教授による10月28目14時30分一15時

の空中観察によると黒煙は主火口より上昇し数分間

の長さで噴煙の強さに変化がみられまた稀に水蒸気爆

発の噴煙に特徴的な尖った噴煙柱(｡｡｡k'｡t.i1)が射出さ

れた.

10月28目の夜間の噴火の目視観測では火映現象は認

められたかった.

10月29目には噴煙の量は減少し火山灰の降下も少

狂くなった.

地獄谷を源流とする濁川の川水は噴火の開始と同時

に川の名のとおり灰色に濁った.この濁りは噴煙

にほとんど火山灰を含まなくなった10月31目･11月1目

にも認められた.小林助教授による11月8-9目の調

査によると地獄谷谷頭に位置する｢西端の火口｣(主

火口)と｢東から2番目の火口｣から白いガスと火山

灰で黒色となった温泉水を間欠的に吹き上げつづけてお

り西端の火口は相当量の温泉水を地獄谷に流下させ

ていた(小林1979).

濁川の灰色の濁りの原因はこの西端の火口からの温

泉水の流出によるものであることは明らかとなった.･

この現象はおそらく10月28目の噴火の開始と同時にお

こっていたに違いない.

第3図御癌山頂部における1979年活動の降下堆積物と火口(数字は

｡m)(小林武彦1979より)

写真5

王1月1目御矧ム剣ケ峰

頂上付近剣ケ蜂頂､Lは

主火口からの噴出物の分布

主軸にあたり約30c臓降

灰した(第3図)屋根の

上都の黒斑は粗粒の岩片

によるものである(中目新

聞社提供)�



噴出物の分布と性質

南西の風に運ばれて火口灘の北東一東北

小林助教授は11月8-9目およ

び11月12-13日に火山灰の分布等の調査を行い興味深

い結果を得た(小林1979)第1点は火山灰の分布軸

カミ明瞭に2つに分かれていることである.1つは

主火口(西端の火口)からの噴出物で主火口と剣ケ峰を

結ぶ線に分布の中心をもつものと他の1つは東端の火

口(火口群)からの噴出により王滝山頂と八丁だるみ

の間に分布軸をもつものである(第3図).

その2は上記のそれぞれの堆積物にちかいが認めら

れることである.主火口の噴出物は粗粒の岩片を含

む灰色火山灰で粗粒の岩片は細粒の火山灰の堆積後

に噴出降下したらしい.これらの岩片は剣ケ峰頂部

にある削･屋や神社を傷つけた(写真5)東端の火口ま

たは火口群(王滝頂上直下の火口)からの噴出物は主に

灰色火山灰から在り粗粒な岩片は少く下部に帯褐灰色

を呈する火山灰が認められる.

物(マグマ片一火山ガラス片)は発見できたかった.

細粒子のX線回折の結果石英･長石･石膏粘土鉱

物としてはモンモリロナイト･雲母粘土鉱物･カオリ

ンと少量のパイロフィライトが認められた.その他

緑泥石黄鉄鉱も認められた.粘土鉱物は一般に結

晶度が低く鋭い回折を示していない.これらの粘土鉱

物の組合せについての議論は供給源となる火口が単

一でないことや一回の噴火による噴出物でないことな

どから困難である.しかしカオリンおよびパイロフ

ィライトが検出されたことは注目に値する.

今回の御岳山の噴火の経過と火山地質の専門家による

観察結果について述べたカミこれを簡単にまとめてみる

と

1.10月28目午前5時頃に御岳山の山頂付近に西北酉

一東南東に並ぶ火口群が開口した.爆発音はなく

顕著た前駆的現象は現在のところ不明である.

11月1目開田村恩田原高原保健休養地テニスコｰト

付近(火口から東北東およそ8km)の降下火山灰の厚さは

2mm程であった.このテニスコｰト(コンクリｰト舗装)

上の降灰を採取した.火山灰の粒度はシノレト(0.0625

mm)より粗粒なもの42.3老シノレトより細粒57.7%で

一見した感じより粗粒の粒子カミ多い.荒牧(1979b)

によると火山灰中の粗粒子の顕微鏡観察の結果岩石

片70%斑晶片25%その他5%であった.また本質

2.噴火の様式は水蒸気爆発に特徴的な｡Ock'stai11

カミ認められた.火山灰や岩塊の放出とともに火

口中の温泉水の流出カミあった.

㌮

気象庁で収集した情報通報から見ると長い周期で

の噴煙活動の変化沸認められ最も活発だったのは

午後2時頃であった.また数分間の短い周期の

変化も認められた.

写真6

關閏村菅沢村近の降灰

降�
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4.噴出物中には本質物質は含まれてい粗い.また

粘土鉱物が多く検出された.

5.ニノ池の北縁に路東西に並ぶ小規模な火口跡が配

列しており過去に今回のような水蒸気爆発がおこ

った可能性はないわけではない.山頂部火口周辺

の地質調査が必要であろう､

御岳火山は｢ノｰマｰク｣火山の1つであった.

しかし｢ノｰマｰク｣で地質調査さえ行われていない

火山も少なくない.地質情報の空白な火山をなくす

とともに人員･費用のそれほどかからない監視システ

ムの研究も必要であろう.

以上地質学的な面から今回の噴火についてまとめた.

緊急調査は先に述べたように気象庁その他の機関に

よる地球物理学･測地学および地球化学的調査･観測が

実施された.ここではまったく触れ次かったがそれ

らの速報は11月19回開催された火山噴火予知連絡会在

京幹事会で報告されている.
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